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時
間
は
5
分
程
度
で
放
射
線
被
曝
も
な
い
た
め
、
簡
便
に
繰

り
返
し
施
行
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
利
点
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｌ
法
は
標
識
の
方
法
に
よ
っ
てpulsed A

SL

（
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｌ
）、continuous A

SL 

（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｌ
）、
そ
し
て
そ

の
中
間
のpulsed-CA

SL

（
ｐ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｌ
）
に
分
類
さ
れ
る２

。

　radio frequency

（
Ｒ
Ｆ
）pulse

を
用
い
て
脳
に
流
入

す
る
動
脈
の
上
流
側
に
反
転
Ｒ
Ｆ
パ
ル
ス
（inversion 

pulse

：
Ｉ
Ｐ
）
を
約
1
・
5
秒
間
照
射
方
法
が
断
続
的
で

あ
る
も
の
が
ｐ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｌ
で
あ
り
、
Ｒ
Ｆ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

体
へ
の
吸
収
量
を
規
定
レ
ベ
ル
内
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｌ
と
同
等
の
標
識
効
果
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｌ
同
様
にsignal to noise ratio

（
Ｓ
Ｎ
Ｒ
）
が
高
い３
、４。

Ｇ
Ｅ
社
製
の
３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
撮
影
装
置
「Signa Pioneer

」
で

は
Ａ
Ｓ
Ｌ
法
に
お
け
る
標
識
の
方
法
と
し
て
、
ｐ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｌ

を
採
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
有
用
性
の
高
い
Ａ
Ｓ
Ｌ
で
あ
る
が
、
大
き
な

欠
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
空
間
分
解
能
の
低
さ
で
あ
る
。
画
素

が
荒
い
た
め
に
Ａ
Ｓ
Ｌ
画
像
の
み
見
て
も
、
解
剖
学
的
な
病

変
部
位
が
わ
か
り
に
く
い
。
一
方
、
３
Ｄ-volum

e

法
に
よ

る
Ｔ
１
画
像
は
空
間
分
解
能
に
著
し
く
優
れ
、
撮
像
時
間
は

4
分
54
秒
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
社
製
３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
撮
影
装
置
で
あ

る
「Signa Pioneer

」
に
は
Ａ
Ｓ
Ｌ
と
３
Ｄ-volum

e

法

に
よ
る
Ｔ
１
画
像
をfusion

さ
せ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
予
め

搭
載
さ
れ
て
お
り
、
他
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
る

こ
と
な
く
簡
単
にfusion

画
像
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
方
法
を
用
い
、
脳
神
経
外
科
臨
床
の
場
に
お
け
る
Ａ
Ｓ

Ｌ
と
３
Ｄ-

Ｔ
１ volum

e

をfusion

し
た
画
像
（
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
）
の
有
用
性
に
つ
き
検
討
し
た
。

　
け
い
れ
ん
性
て
ん
か
ん
の
診
断
は
容
易
で
あ
る
が
、Ｎ
Ｃ
Ｓ

　
脳
神
経
外
科
日
常
診
療
に
お
い
て
脳
血
液
灌
流
計
測
を
行

う
臨
床
的
な
病
態
は
、脳
血
管
障
害
、脳
腫
瘍
、認
知
症
、て

ん
か
ん
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
以
前
よ
り
、
組
織
拡
散
ト
レ

ー
サ
ー
を
用
い
てsingle photon em

ission com
puted 

tom
ography

（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）、
ま
たpositron em

ission 
tom

ography
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
が
施
行
さ
れ
て
き
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ

で
は
設
備
投
資
に
莫
大
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
も
核
種
が
高
価
で
あ
る
た
め
に
、
保
険
診

療
上
、
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
難
し
い
。
近
年
で
は
、
Ｃ
Ｔ

や
Ｍ
Ｒ
装
置
を
用
い
て
造
影
剤
を
急
速
に
静
脈
内
に
投
与
す

る
方
法
も
普
及
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
造
影
剤
投
与
に
伴
う

ア
レ
ル
ギ
ー
、
血
管
内
漏
出
、
コ
ス
ト
増
な
ど
多
様
な
問
題

を
伴
う１

。

　
Ａ
Ｓ
Ｌ
法
は
動
脈
血
の
プ
ロ
ト
ン
を
標
識
し
て
ト
レ
ー
サ

ー
と
し
て
用
い
る
撮
像
法
で
あ
り
、
外
因
性
ト
レ
ー
サ
ー
の

投
与
を
必
要
と
せ
ず
、
採
血
に
よ
る
ト
レ
ー
サ
ー
濃
度
の
測

定
も
不
要
な
画
期
的
な
脳
灌
流
定
性
的
検
査
で
あ
る
。
撮
像

要
旨
：
脳
神
経
外
科
日
常
診
療
に
お
い
て
脳
血
液
灌
流
の
評

価
が
必
要
な
場
面
は
少
な
く
な
い
。
近
年
Ｍ
Ｒ
を
用
い
た

arterial spin labeling

（
Ａ
Ｓ
Ｌ
）
に
よ
る
脳
血
液
灌
流

の
評
価
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
因
性
ト
レ
ー

サ
ー
の
投
与
を
必
要
と
し
な
い
た
め
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
繰

り
返
し
撮
影
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。ま
た
、

撮
像
時
間
は
5
分
ほ
ど
と
短
い
。
一
方
、
空
間
分
解
能
が
低

い
た
め
に
、
病
変
部
の
解
剖
学
的
位
置
を
把
握
す
る
の
が
容

易
で
は
な
い
。3D

-T1 volum
e

撮
影
は
、
5
分
ほ
ど
で
１

㎜
ス
ラ
イ
ス
の
Ｔ
１
強
調
画
像
を
軸
位
断
、
冠
状
断
、
矢
状

断
の
三
方
向
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
撮
像
法
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ

社
製
３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
撮
影
装
置
「Signa Pioneer

」
で
は
、

3D
-T1 volum

e

撮
影
で
得
た
画
像
に
Ａ
Ｓ
Ｌ
画
像
を
簡
単

にfusion

す
る
機
能
が
付
属
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
機

能
の
有
用
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

脳神経外科日常診療におけるASL画像と
3D-T1 volume画像をfusionした画像の有用性

◆特別寄稿　　最新MR検査の最前線と可能性を説く
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福岡輝栄会病院　1 副院長・脳神経外科部長　2 同放射線部 診療放射線技師

は
じ
め
に
―
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
と
は

◆Summary 
Evaluation of cerebral blood perfusion is important in routine neurosurgical practice. In recent years, 
MR-based arterial spin labeling (ASL) has become widely used to evaluate cerebral blood perfusion. 
The greatest advantages of ASL are its short imaging time and the fact that it does not require the 
administration of exogenous tracers, making it cost-effective and repeatable. 3D-T1 volume imaging is 
an imaging method that can obtain 1mm slice T1-weighted images in three directions (axial, coronal, 
and sagittal) in about 5 minutes. The GE 3.0T MR imaging system “Signa Pioneer” is equipped with 
software that allows easy fusion of ASL and 3D-T1 volume images without the need for a separate 
workstation. This paper describes the usefulness of this function.

鈴木氏

Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
で
の

Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
の
有
用
性

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

A
L12

2

P02F1

2024

2409_特別寄稿_鈴木聡-2.indd   822409_特別寄稿_鈴木聡-2.indd   82 2024/08/13   16:252024/08/13   16:25

（    ）83 新　医　療　2024年9月号

Ｅ（non convulsive status epilepticus

：

非
け
い
れ
ん
性
て
ん
か
ん
重
積
状
態
）
の
場
合

は
、
本
病
態
を
疑
っ
て
検
査
し
な
い
こ
と
に
は

診
断
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｎ
Ｃ

Ｓ
Ｅ
は
救
急
搬
送
患
者
の
意
識
障
害
の
原
因
と

し
て
重
要
な
鑑
別
診
断
の
1
つ
で
あ
る
。
特
に
、

高
齢
者
で
は
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
が
意
識
障
害
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ

は
、
治
療
の
遅
れ
に
よ
っ
て
脳
に
非
可
逆
的
な

変
化
を
も
た
ら
す
。
従
っ
て
原
因
が
明
ら
か
で

な
い
意
識
障
害
例
で
は
積
極
的
に
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
を

疑
っ
て
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
て
ん
か
ん

の
確
定
診
断
は
脳
波
検
査
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る

が
、
Ｍ
Ｒ
検
査
は
よ
り
簡
便
で
あ
り
、
脳
波
判

読
の
よ
う
な
高
度
な
熟
練
は
必
要
と
し
な
い５

。

当
院
で
は
必
要
時
に
は
迅
速
に
Ｍ
Ｒ
検
査
を
施

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
に
お
い
て

は
皮
質
に
Ｄ
Ｗ
Ｉ
高
信
号
、
Ａ
Ｓ
Ｌ
高
信
号
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ 

fusion

画
像
で
は
解
剖
学
的
な
位
置
の
把
握
が

容
易
で
あ
り
、
視
覚
的
効
果
も
高
い
。
患
者
家

族
へ
の
説
明
の
有
用
なtool

に
も
な
る
。

　
図
1
は
3
週
間
く
ら
い
前
か
ら
活
気
が
な
く

な
り
、
徐
々
に
前
後
不
覚
状
態
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
当
院
に
緊
急
入
院
と
な
っ
た
73
歳
女
性

例
で
あ
る
。
上
段
に
入
院
翌
日
の
初
回
Ｍ
Ｒ
画

像
を
示
す
。

　
左
側
頭
葉
か
ら
頭
頂
葉
を
中
心
に
、
大
脳
皮

質
に
Ｄ
Ｗ
Ｉ
高
信
号
が
み
ら
れ
、
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ

で
は
脳
溝
はtight

に
な
っ
て
い
る
。
左
大
脳

半
球
に
広
汎
な
Ａ
Ｓ
Ｌ
高
信
号
域
が
広
が
っ
て

お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
に
て
解
剖

学
的
な
広
が
り
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。
脳
波

図1

検
査
に
て
て
ん
か
ん
重
積
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

て
ん
か
ん
重
積
状
態
に
対
す
る
治
療
を
行
い
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ⅲ
桁

で
ほ
ぼ
寝
た
き
り
の
状
態
か
ら
、
屋
外
歩
行
も
可
能
な
レ
ベ

ル
に
な
っ
た
。
日
常
会
話
に
支
障
は
な
い
が
高
次
脳
機
能
障

害
が
残
存
し
て
い
る
。
経
時
的
に
Ａ
Ｓ
Ｌ
高
信
号
域
は
徐
々

に
低
信
号
化
し
、
脳
萎
縮
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
（
下
段
。

初
回
Ｍ
Ｒ
検
査
か
ら
約
3
カ
月
後
）。

　
ま
た
、
脳
梗
塞
に
て
入
院
中
の
患
者
に
変
動
す
る
麻
痺
が

出
現
す
る
よ
う
な
場
合
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
に
て

脳
虚
血
に
よ
る
症
状
な
の
か
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
で
あ
る
の
か
容
易

に
鑑
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
虚
血
性
脳
血
管
障
害
患
者
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｌ
は
有
用
な

脳
循
環
評
価
法
で
あ
る
。
特
に
、
超
急
性
期
か
ら
急
性
期
で

核
種
な
ど
用
意
す
る
時
間
が
な
く
、
そ
の
有
用
性
が
高
い
。

Ｄ
Ｗ
Ｉ
画
像
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、diffusion-perfusion 

m
ism

atch

を
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。経
静
脈
的
、

或
い
は
経
皮
的
血
行
再
建
治
療
を
行
う
場
合
に
は
、D

oor 
to needle

、
或
い
はD

oor to puncture

の
時
間
を
短
く

す
る
た
め
に
Ｔ
１
強
調
画
像
な
ど
、
必
ず
し
も
必
要
で
な
い

sequence

を
省
略
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
細
か
な
解
剖
学
的
広
が
り
を
把
握
し
な
く
て
も

十
分
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
Ａ
Ｓ
Ｌ
と
Ｄ
Ｗ
Ｉ
、
そ
れ
に
Ｍ

Ｒ
Ａ
画
像
だ
け
で
も
十
分
で
あ
る
。

　
一
方
、
超
急
性
期
で
な
い
急
性
期
、
あ
る
い
は
亜
急
性
期

に
お
い
て
は
、
再
開
通
に
伴
う
過
灌
流
の
有
無
な
ど
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
抗
血
栓

療
法
の
時
期
を
決
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
解
剖
学
的

部
位
の
把
握
が
重
要
で
あ
り
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
が

役
に
立
つ
。

虚
血
性
脳
血
管
障
害
で
の

Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
の
有
用
性

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

A
L12

2

P02F1

2024

2409_特別寄稿_鈴木聡-2.indd   832409_特別寄稿_鈴木聡-2.indd   83 2024/08/13   16:252024/08/13   16:25



（    ）83 新　医　療　2024年9月号

Ｅ（non convulsive status epilepticus

：

非
け
い
れ
ん
性
て
ん
か
ん
重
積
状
態
）
の
場
合

は
、
本
病
態
を
疑
っ
て
検
査
し
な
い
こ
と
に
は

診
断
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ｎ
Ｃ

Ｓ
Ｅ
は
救
急
搬
送
患
者
の
意
識
障
害
の
原
因
と

し
て
重
要
な
鑑
別
診
断
の
1
つ
で
あ
る
。
特
に
、

高
齢
者
で
は
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
が
意
識
障
害
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ

は
、
治
療
の
遅
れ
に
よ
っ
て
脳
に
非
可
逆
的
な

変
化
を
も
た
ら
す
。
従
っ
て
原
因
が
明
ら
か
で

な
い
意
識
障
害
例
で
は
積
極
的
に
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
を

疑
っ
て
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
て
ん
か
ん

の
確
定
診
断
は
脳
波
検
査
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る

が
、
Ｍ
Ｒ
検
査
は
よ
り
簡
便
で
あ
り
、
脳
波
判

読
の
よ
う
な
高
度
な
熟
練
は
必
要
と
し
な
い５

。

当
院
で
は
必
要
時
に
は
迅
速
に
Ｍ
Ｒ
検
査
を
施

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
に
お
い
て

は
皮
質
に
Ｄ
Ｗ
Ｉ
高
信
号
、
Ａ
Ｓ
Ｌ
高
信
号
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ 

fusion

画
像
で
は
解
剖
学
的
な
位
置
の
把
握
が

容
易
で
あ
り
、
視
覚
的
効
果
も
高
い
。
患
者
家

族
へ
の
説
明
の
有
用
なtool

に
も
な
る
。

　
図
1
は
3
週
間
く
ら
い
前
か
ら
活
気
が
な
く

な
り
、
徐
々
に
前
後
不
覚
状
態
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
当
院
に
緊
急
入
院
と
な
っ
た
73
歳
女
性

例
で
あ
る
。
上
段
に
入
院
翌
日
の
初
回
Ｍ
Ｒ
画

像
を
示
す
。

　
左
側
頭
葉
か
ら
頭
頂
葉
を
中
心
に
、
大
脳
皮

質
に
Ｄ
Ｗ
Ｉ
高
信
号
が
み
ら
れ
、
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ

で
は
脳
溝
はtight

に
な
っ
て
い
る
。
左
大
脳

半
球
に
広
汎
な
Ａ
Ｓ
Ｌ
高
信
号
域
が
広
が
っ
て

お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
に
て
解
剖

学
的
な
広
が
り
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。
脳
波

図1

検
査
に
て
て
ん
か
ん
重
積
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

て
ん
か
ん
重
積
状
態
に
対
す
る
治
療
を
行
い
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ⅲ
桁

で
ほ
ぼ
寝
た
き
り
の
状
態
か
ら
、
屋
外
歩
行
も
可
能
な
レ
ベ

ル
に
な
っ
た
。
日
常
会
話
に
支
障
は
な
い
が
高
次
脳
機
能
障

害
が
残
存
し
て
い
る
。
経
時
的
に
Ａ
Ｓ
Ｌ
高
信
号
域
は
徐
々

に
低
信
号
化
し
、
脳
萎
縮
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
（
下
段
。

初
回
Ｍ
Ｒ
検
査
か
ら
約
3
カ
月
後
）。

　
ま
た
、
脳
梗
塞
に
て
入
院
中
の
患
者
に
変
動
す
る
麻
痺
が

出
現
す
る
よ
う
な
場
合
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
に
て

脳
虚
血
に
よ
る
症
状
な
の
か
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
で
あ
る
の
か
容
易

に
鑑
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
虚
血
性
脳
血
管
障
害
患
者
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｌ
は
有
用
な

脳
循
環
評
価
法
で
あ
る
。
特
に
、
超
急
性
期
か
ら
急
性
期
で

核
種
な
ど
用
意
す
る
時
間
が
な
く
、
そ
の
有
用
性
が
高
い
。

Ｄ
Ｗ
Ｉ
画
像
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、diffusion-perfusion 

m
ism

atch

を
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。経
静
脈
的
、

或
い
は
経
皮
的
血
行
再
建
治
療
を
行
う
場
合
に
は
、D

oor 
to needle

、
或
い
はD

oor to puncture

の
時
間
を
短
く

す
る
た
め
に
Ｔ
１
強
調
画
像
な
ど
、
必
ず
し
も
必
要
で
な
い

sequence

を
省
略
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
細
か
な
解
剖
学
的
広
が
り
を
把
握
し
な
く
て
も

十
分
な
こ
と
が
多
い
の
で
、
Ａ
Ｓ
Ｌ
と
Ｄ
Ｗ
Ｉ
、
そ
れ
に
Ｍ

Ｒ
Ａ
画
像
だ
け
で
も
十
分
で
あ
る
。

　
一
方
、
超
急
性
期
で
な
い
急
性
期
、
あ
る
い
は
亜
急
性
期

に
お
い
て
は
、
再
開
通
に
伴
う
過
灌
流
の
有
無
な
ど
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
抗
血
栓

療
法
の
時
期
を
決
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
解
剖
学
的

部
位
の
把
握
が
重
要
で
あ
り
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
が

役
に
立
つ
。

虚
血
性
脳
血
管
障
害
で
の

Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
の
有
用
性
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　図
2
は
60
歳
の
非
弁
膜
症
性
心
房
細
動
患
者
の
Ｍ
Ｒ
画
像

で
あ
る
。
意
識
障
害
に
て
当
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ

に
て
脳
底
動
脈
先
端
部
の
閉
塞
が
確
認
さ
れ
た
。
ア
ル
テ
プ

ラ
ー
ゼ
に
よ
る
経
静
的
血
行
再
建
療
法
を
行
い
、
意
識
レ
ベ

ル
は
劇
的
に
改
善
し
た
。
経
皮
的
血
行
再
建
術
も
視
野
に
、

血
管
撮
影
を
行
っ
た
が
、
す
で
に
脳
底
動
脈
は
再
開
通
し
て

い
た
。
Ｄ
Ｗ
Ｉ
で
は
右
∨
左
の
上
小
脳
動
脈
領
域
の
梗
塞
と

わ
れ
る
。
実
際
筆
者
も
、
現
在
の
Ｍ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
て
6
年

経
つ
が
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
が
容
易
に
得
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
撮

像
法
が
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疾
病
の
早
期
診
断

早
期
治
療
が
進
み
、
よ
り
高
い
治
療
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。

や
家
族
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
血

管
が
再
開
通
し
た
場
合
は
過
灌
流
を
来
す
可
能
性
が
大
い
に

あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
が
役
に
立
つ
。

　
図
3
は
、
右
椎
骨
動
脈
狭
窄
に
伴
う
右
後
下
小
脳
脳
動
脈

閉
塞
に
よ
っ
て
同
領
域
の
広
汎
な
脳
梗
塞
を
き
た
し
た
50
歳

女
性
で
あ
る
。
そ
の
後
再
開
通
は
な
く
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓

症
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
過
灌
流
域
も

右
視
床
梗
塞
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
２
日
後
に
、
今
度
は
左
内

頸
動
脈
先
端
部
か
ら
中
大
脳
動
脈
水
平
部
の
閉
塞
を
来
し
、

経
皮
的
血
行
再
建
術
を
行
っ
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
３
の
完
全
再
開

通
が
得
ら
れ
た
。
図
2
は
そ
の
翌
日
に
撮
影
し
た
Ｍ
Ｒ
画
像

で
あ
る
。
一
部
過
灌
流
領
域
が
あ
り
、
厳
密
な
血
圧
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
抗
凝
固
療
法
が
必
要
で

は
あ
る
が
、
出
血
の
リ
ス
ク
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り
、
本
人

図2

図3
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な
い
の
で
、
必
要
に
応
じ
た
昇
圧
や
早
期
の
抗
血
小
板
療
法

を
行
っ
て
も
出
血
の
リ
ス
ク
は
低
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
脳
腫
瘍
は
血
流
豊
富
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
、
解
剖
学
的
位
置
の
把
握
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
髄
膜
腫
は
一
般
的
に
血
流
豊
富
な
腫
瘍
で
あ
り
、

Ａ
Ｓ
Ｌ
に
て
高
信
号
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

図
4
は
頭
部
外
傷
の
検
査
に
よ
っ
て
偶
発
的
に
見
つ
か
っ
た

61
歳
女
性
の
左
前
頭
葉
傍
矢
状
洞
髄
膜
腫
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｌ

高
信
号
で
あ
り
、
血
流
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

年
齢
も
考
え
る
と
今
後
増
大
す
る
可
能
性
が
高
く
、
早
期
の

手
術
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。

　
一
方
、
髄
膜
腫
で
も
Ａ
Ｓ
Ｌ
高
信
号
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
経
時
的
に
緩
徐
で
は
あ
る

が
増
大
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
周
囲
に
浮
腫
を
来
し

て
症
候
性
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
ガ
ン

マ
ナ
イ
フ
後
の
髄
膜
腫
で
経
時
的
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
も

の
も
Ａ
Ｓ
Ｌ
に
て
低
信
号-

等
信
号
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｌ
画

像
の
所
見
と
腫
瘍
の
増
殖
能
力
に
つ
い
て
は
、
腫
瘍
の
種
類

毎
に
今
後
更
な
る
観
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｌ
も
Ｔ
１
強
調
画
像
も
、
一
般
的
な
Ｍ
Ｒ
撮
像
法
で

あ
る
。
し
か
し
、
３
Ｄ-

Ｔ
１ volum

e

法
は
今
ひ
と
つ
普

及
し
て
お
ら
ず
、
更
に
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
が
容
易

に
作
成
で
き
る
こ
と
と
な
る
と
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
実
際
筆
者
も
、
現
在
の
Ｍ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
て
6
年

経
つ
が
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
が
容
易
に
得
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
撮

像
法
が
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疾
病
の
早
期
診
断

早
期
治
療
が
進
み
、
よ
り
高
い
治
療
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。

※

　
　
　
　
　※

鈴
木
聡
（
す
ず
き
・
さ
と
し
）
●
60
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
85
年
九

州
大
学
医
学
部
卒
業
、
同
年
脳
神
経
外
科
入
局
。
92
年
同
大
学

院
修
了
。
医
学
博
士
。
92
年
米
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
脳
神
経

外
科
交
換
研
究
員
。
94
年
九
州
大
学
病
院
脳
神
経
外
科
助
手
。

97
年
新
古
賀
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
。
05
年
新
日
鐵
八
幡
記
念

病
院
（
現
製
鉄
記
念
八
幡
病
院
）
脳
神
経
外
科
部
長
、
脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
、
14
年
よ
り
現
職
。

山
口
博
司
（
や
ま
ぐ
ち
・
ひ
ろ
し
）
●
73
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
95

年
岡
山
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
診
療
放
射
線
技
術
学
科
卒

業
。
福
岡
輝
栄
会
病
院
放
射
線
部
。
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
。
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な
い
の
で
、
必
要
に
応
じ
た
昇
圧
や
早
期
の
抗
血
小
板
療
法

を
行
っ
て
も
出
血
の
リ
ス
ク
は
低
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
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脳
腫
瘍
は
血
流
豊
富
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
、
解
剖
学
的
位
置
の
把
握
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
髄
膜
腫
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一
般
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に
血
流
豊
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腫
瘍
で
あ
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、
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、
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す
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可
能
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、
早
期
の

手
術
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ら
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ケ
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い
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中
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経
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に
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あ
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し
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で
あ
っ
た
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、
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囲
に
浮
腫
を
来
し

て
症
候
性
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っ
た
も
の
で
あ
っ
た
り
す
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。
ま
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、
ガ
ン

マ
ナ
イ
フ
後
の
髄
膜
腫
で
経
時
的
に
変
化
が
見
ら
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い
も
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も
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に
て
低
信
号-

等
信
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で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｌ
画

像
の
所
見
と
腫
瘍
の
増
殖
能
力
に
つ
い
て
は
、
腫
瘍
の
種
類

毎
に
今
後
更
な
る
観
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
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。
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も
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１
強
調
画
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も
、
一
般
的
な
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撮
像
法
で

あ
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。
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Ｔ
１ volum

e

法
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及
し
て
お
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ず
、
更
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Ａ
Ｓ
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Ｔ
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画
像
が
容
易

に
作
成
で
き
る
こ
と
と
な
る
と
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
実
際
筆
者
も
、
現
在
の
Ｍ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
て
6
年

経
つ
が
、
Ａ
Ｓ
Ｌ-

Ｔ
１ fusion

画
像
が
容
易
に
得
ら
れ
る

こ
と
を
知
っ
た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
撮

像
法
が
広
く
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疾
病
の
早
期
診
断

早
期
治
療
が
進
み
、
よ
り
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治
療
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
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る
こ
と
を
望
む
ば
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り
で
あ
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。
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